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2016年度『ベスト・プレゼンテーション賞』 
選考結果

ベスト・プレゼンテーション賞は，研究大会における口頭発表の中から，優れた発表者
を選び表彰するものです。
発表者は，口頭発表では，決められた時間の中で，研究の内容を正確に伝え，また，聞
き手にわかりやすいよう細部まで行き届いた配慮をし，説明する必要があります。こうし
たプレゼンテーションに対する意識を高めること，さらにその技能の向上を目指してこの
賞を設けました。
2016年度の対象者は学生としての所属を明示した登壇発表者（大学院生など）とし，
研究内容とプレゼンテーション技法の両方の評価に基づく投票を行いました。（なお，
2007年度から 2011年度までは発表者全員を対象とし，発表の内容ではなく，プレゼン
テーション技法を評価の対象としました。）
この賞の受賞者は，研究大会の参加者の投票によって選ばれます。今回は 39票の投票

があり，以下の発表が最多の 26票を獲得しました。

2016年度ベスト・プレゼンテーション賞受賞者
松山　麻珠氏（筑波大学大学院）
発表題目：表示媒体とインタラクションの組合せが誤りを探す読みに与える影響

得票の主な理由は，スライドの色使いや図がよく工夫され分かりやすかった，質疑応答
が的確だった，話し方が明瞭だった，などでした。受賞した発表スライドの PDF版を学
会ウェブサイトで公開しています。


